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緒　言 
　近年、女性医療職の復職が重要な政策課題と
なってきたが、歯科の分野でも特に歯科衛生士不

足が問題視されてきたことから、様々な復職支援
対策が行われるようになってきた1，2）。しかしな
がら、その現状分析については、必ずしも十分で
はないと思われる。 
　女性の労働力は、20代後半までは労働参加し、
結婚・出産によって一時労働から引退し、30代後
半から40代に再び労働参加するパターンが多く、
グラフ化した際の形状からM字（型）カーブと呼
ばれ3）、世代別分析が有用とされている4）。歯科衛
生士については40歳代からの復職が明確には認め
られず、一般女性の労働力率のようなM字カーブ
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要　旨 
　女性の労働力は、20代後半までは労働参加し、結婚・出産によって一時労働から引退し、30代後半から
40代に再び労働参加するパターンが多く、グラフ化した際の形状からM字（型）カーブと呼ばれ、世代別
分析が有用とされている。そこで今回、衛生行政報告例（1982～2018年）における歯科衛生士・歯科技工
士の年齢階級別就業者数に関する公表値を用いて、同一出生世代の就業者数の推移を追った。 
　その結果、歯科衛生士では全国的に20歳代から30歳代にかけて就業者数が減少するが40歳代になると増
加するM字カーブの形状が明瞭で、若い世代ほどM字カーブの2つの山が高くなると同時に谷が浅くなる傾
向が確認された。 
　一方、歯科技工士では、女性において歯科衛生士で認められたようなM字カーブは認められなかった。



を示していないとの指摘5）もあるが、分析方法の
詳細が明らかではない。筆者らが知る範囲では歯
科関係の職種に関して出生世代別分析を行った事
例は歯科医師に関する1報告6）があるのみで、歯
科衛生士と歯科技工士の分析事例はないと思われ
る。 
　筆者らは、歯科衛生士と歯科技工士の就業者数
について衛生行政報告例7）の隔年報による1982～
2016年の公表データを用いて、同一出生世代の推
移を追跡したところ、歯科衛生士ではM字カーブ
が顕著であることを示した。一方、歯科技工士

（女性）ではM字カーブは観察されず、男性の歯
科技工士でも就業者数の減少が観察された8）。 
　今回、衛生行政報告例・隔年報の最新データ

（2018年）を加え、前報8）と同様の分析を行った
ので報告する。 

方　法 
１．データソース 
　e-Stat（政府統計の総合窓口）より、衛生行政
報告例7）において隔年で報告されている年齢階級
別にみた就業歯科衛生士数と就業歯科技工士数に
関する統計表をダウンロードして用いた。 
 
２．分析方法 
　上記統計表の1982～2018年について同一出生年
代の就業者数を10年間隔で推移を追い、時系列的
に推移を視認できる図を作成した。 
 

結　果 
１．歯科衛生士 
　表1は年齢階級別にみた就業歯科衛生士数の推
移をみたものである。表2は、表1を同一出生世代
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表1　年齢階級別にみた就業歯科衛生士数の推移（衛生行政報告例：1982～2018年）



別に並べ直したもので、最上部の「1982－20代」
は1982年調査では20歳代で就業者数が20,035人で
あったものが、30歳代となる1992年では9,296人、
40歳代となる2002年では12,575人、50歳代となる
2012年では12,595人であったことを意味する。図1
は、これを図示したもので、20歳代から30歳代に
かけて就業者数が減少するが40歳代になると増加
する。M字カーブの形状が明瞭であった。M字の
谷の部分は年々浅くなってきており、若い世代ほ
どM字カーブの2つの山が高くなると同時に谷が

浅くなる傾向が確認された。 
 
２．歯科技工士 
　表3は年齢階級別にみた男女の就業歯科技工士
数の推移をみたものである。表4は、表3を同一出
生世代別に並べ直したもので、これを時系列的に
図示したものが図2である。女性において、歯科
衛生士と同様、20歳代から30歳代にかけて就業者
数が減少するが、その後も概ね横ばい傾向にあ
り、歯科衛生士のようなM字カーブは確認できな
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表2　同一出生世代別にみた就業歯科衛生士数の推移（衛生行政報告例：1982～2018年）
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図1　同一出生世代の就業歯科衛生士数の推移（衛生行政報告例：1982～2018年）

表3　性・年齢階級別にみた就業歯科技工士数の推移（衛生行政報告例：1982～2018年）
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かった。男性では年齢が上がるにつれて就業者数
が少なくなる傾向が認められたが、近年、この傾
向は緩まってきていることが窺えた。 
 

考　察 
　本分析では、前報8）で行った1982～2016年の衛
生行政報告例（隔年報）による同一出生世代の就
業歯科衛生士および就業歯科技工士数の推移に最
新の2018年データを加えて推移をみたが、同様の

傾向が続いていることが確認された（図1）。 
　就業歯科衛生士の同一出生世代別推移は、内閣
府男女共同参画局による「男女共同参画白書 平
成25年版」4）で示されたM字カーブに関する全国
的な知見である「近年，M字の谷の部分が浅く
なってきている」点と「女性の世代ごとの労働力
率を見ると、若い世代ほど、M字カーブの2つの
山が高くなると同時に谷が浅くなり、かつ、谷が
右方向にずれている」点において符合するもので

表4　同一出生世代別にみた男女の就業歯科技工士数の推移（衛生行政報告例：1982～2018年）



あった。 
　一方、就業歯科技工士数については、女性にお
けるM字カーブが認められなかった（図2）。 
　衛生行政報告例による就業歯科衛生士数・就業
歯科技工士数は届け出によるものであり、たとえ
ば時代とともに届け出の徹底が進むといった背景
があればＭ字カーブには見かけ上のものである可
能性が高いと考えられる。しかしながら、今回用
いたデータは歯科衛生士も歯科技工士も同一条件
のもとで収集されたデータであることから、歯科
技工士に比べて歯科衛生士では女性の復職が進ん
できたという傾向の違いは間違いないと考えられ
る。 
　今後、他職種の分析例など9，10）を参考にしなが
ら、また懸念されている歯科技工士不足11，12）の
動向を見据えながら、さらに検討を進めていきた
い。 
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図2　同一出生世代別にみた男女の就業歯科技工士数の推移（衛生行政報告例：1982～2018年）
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　To investigate nationwide trends in workforce re-entry for Japanese dental hygienist (DH) and dental tech-
nician (DT), we conducted birth cohort analysis by using data of "Report on Public Health Administration 
and Services" in e-Stat.  
　The nationwide trends in DH showed so-called "M-shaped curve".  The number of same cohort groups 
decreased from 20s to 30s, but increased from 30s to 40s.  These tendency became more clear in recent 
years.  However, nationwide trends in DT did not show so-called "M-shaped curve". 
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